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コピーを中止するには・・・
操作パネルの［ストップ］ボタンを押すと、「コピー中
止しています」と表示され、コピーが中止します。
オプションのFAXボックスが装着されている場合は、
確認画面が表示されますので、［中止する］ボタンを押
してください。

スキャナに原稿をセットします。

必要に応じて設定を変更します。

その他の設定項目については、「コピー操作ガイド」
を参照してください。

コピー枚数を入力します。

コピーを実行します。

コピーを実行すると、操作パネルに次のような画面
が表示され、現在の状態が表示されます。

以降は画面の指示に従って操作してください。
コピーが終了すると、コピー基本画面に戻ります。

基本的なコピーの仕方

通常のコピーのときは、自動機能をお使いいただくと便利です。
自動機能は、ES-9000H/ES-7000H/ES-6000HS+ADF/ES-6000H+ADFの機種でお使いいただけます。
sコピー操作ガイド24ページ「基本的なコピーの手順」

自動用紙選択機能を使うと．．．

A3、A4、B4、B5サイズの原稿をセットしたとき、原稿サイズと同じサイズの用紙を給紙します。

自動倍率設定機能を使うと．．．

印刷したい用紙サイズに合わせて、原稿を自動的に拡大 /縮小してコピーします。

原稿を拡大 /縮小できます。
自動倍率機能を使用する場
合は、［自動倍率］と表示さ
れます。

押します

出力したい用紙サイズを変
更できます。
自動用紙選択機能を使用す
る場合は、［自動用紙］と表
示されます。

テンキーを使って入力します。
間違えた場合は、［C/#］キーで1枚
に戻すことができます。

押します

原稿台にセットする場合 ADFにセットする場合
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部単位にまとめてコピーする

複数の原稿を何部もコピーする場合、部単位に
まとめてコピーすることができます。
sコピー操作ガイド44ページ「部単位にまと
めてコピーする（丁合いコピー）」

この機能を使用するには、オプションのハード
ディスクユニットをプリンタに装着する必要が
あります。

例）5ページの原稿をコピー枚数2枚でコピーする場合

スキャナに原稿をセットします。

応用コピーメニューに切り替えます。

丁合い設定を選択します。

［丁合いあり］を設定します。

応用コピーメニューを終了します。

コピーを実行します。

押します

押します

①押して選択し、

②押します

押します

押します

原稿台にセットする場合 ADFにセットする場合
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スキャナに原稿をセットします。

拡大/縮小メニューに切り替えます。

倍率を選択します。
例）拡大メニューの場合

コピーを実行します。

①拡大/縮小する　
　倍率を選択し、

②押して決定します

［ズーム］：任意の倍率を設定できます。
［等倍］：倍率を100%に戻します。
［フィットページ］：プリンタの印刷保証領
　　　　　　　　　域全体に印刷します。

原稿と違うサイズの用紙に拡大/縮小してコピーし
たい場合、指定した用紙サイズに合わせて自動的に
倍率を調整してコピーすることができます。
また、任意の倍率で拡大/縮小してコピーすること
もできます。
sコピー操作ガイド31ページ「拡大/縮小コピー
の倍率を設定する」

押します

［拡大］または
［縮小］ボタン
を押します

拡大/縮小してコピーする

原稿台にセットする場合 ADFにセットする場合
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用紙の両面にコピーする

2枚の原稿を1枚の用紙の表裏にコピーします。用紙を節約
したり、とじて本のように見やすくすることができます。
sコピー操作ガイド35ページ「片面 /両面コピーを切り
替える」

LP-9500C/LP-9500CZで印刷する場合は、オプションの両
面印刷ユニットが必要です。

スキャナに原稿をセットします。

両面コピーメニューに切り替えます。

両面コピーの設定を選択します。

コピーを実行します。

押します

①押して
　選択し、

押します

原稿台にセットする場合 ADFにセットする場合

用紙の裏面にコピーする内容
を180度回転してコピーしま
す。［片面→両面］、［両面→両
面］ボタンを押した場合のみ
選択できます。

②押して決定します
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2枚の原稿を1枚にまとめてコピーする

2 枚の原稿を 1 枚の用紙にまとめてコ
ピーすることができます。用紙を節約し
たいときなどに便利です
sコピー操作ガイド42ページ「2枚の
原稿を1枚の用紙にまとめてコピー
する（割り付けコピー）」

スキャナに原稿をセットします。

応用コピーメニューに切り替えます。

割り付け設定を選択します。

原稿のサイズを選択します。

プリンタの給紙装置を選択します。

出力したい用紙がセットされた給紙装置のボ
タンを押します

押します

スキャナにセットした原稿のサイズと向きが
一致するボタンを押します

押します

原稿台にセットする場合 ADFにセットする場合
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割り付けの順番を選択します。

応用コピーメニューを終了します。

コピーを実行します。

②押します

押します

押します

原稿は、印刷する用紙サイズに合わせて自動的に縮小されます。
例えば、原稿がA4サイズの場合、印刷する用紙のサイズ /方向は、以下のような組み合わせになります。

原稿サイズ 用紙サイズ コピー倍率

A4（縦/横） B5（縦） A4→B6
B4（横） A4→B5
A4（縦） A4→A5
A3（横） A4→A4

①割り付け順を
　選択し、

［フィットページ］：プリンタの印刷保証領
　　　　　　　　  域全体に印刷します。
［偶数回転］：偶数ページのみ180度回転し
　　　　　  てコピーします。
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スキャナに原稿をセットします。

応用コピーメニューに切り替えます。

とじしろ設定を選択します。

とじしろの位置を選択します。

とじしろの幅を設定します。

用紙の端にとじしろを設けてコピーする

コピーした複数枚の用紙をとじるために、用
紙の端にとじしろを設けてコピーします。
とじしろは、0～30mmの範囲で指定するこ
とができます。
sコピー操作ガイド43ページ「とじしろを
設けてコピーする（とじしろコピー）」

どの方向にとじしろを設けるかを、上下左右
のボタンを押して選択します

0～30mm

とじしろ

押します

押します

①押して、とじしろ幅を設定します。
　　［最小0mm］ボタン ：0mmに設定します。
　　［最大30mm］ボタン ：30mmに設定します。
　　［標準10mm］ボタン ：10mmに設定します。
　　［－］ボタン ：値を小さくします。
　　［＋］ボタン ：値を大きくします。
　操作パネルのテンキーでも値を入力できます。

②押して決定します

原稿台にセットする場合 ADFにセットする場合
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応用メニューを終了します。

コピーを実行します。

押します

押します

プリンタの仕様により、用紙の端5mmに印刷することはできません。このため、とじしろを5mm以下に設定しても、
実際には5mmの余白が生じます。
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スキャナに原稿をセットします。

応用コピーメニューに切り替えます。

ページ連写設定を選択します。

開いた本などの原稿を、左右または上下に分けて2枚
の用紙にコピーします。
原稿のサイズ（開いた本のサイズ）と印刷する用紙サ
イズに従って、コピー倍率が自動的に設定されます。
sコピー操作ガイド45ページ「見開きページを分
けてコピーする（ページ連写コピー）」

開いた本を1ページずつコピーする

押します

押します

原稿台にセットする場合 ADFにセットする場合

原稿のサイズを選択します。

プリンタの給紙装置を選択します。

右開きか左開きかを選択します。

ON にするとプリンタの印刷
保証領域全体に印刷します

①どちらか
　を押して
　選択し、

②押して決定します

出力したい用紙がセットされた
給紙装置のボタンを押します

原稿サイズのボタンを押します
（本の場合は見開きのサイズ）



11

応用コピーメニューを終了します。

コピーを実行します。

押します

原稿サイズ 用紙サイズ コピー倍率

B5（横） B5（縦） B6→B5
A4（縦） B5→A4

B4（横） B5（縦） B5→B5
A4（縦） B5→A4

A4（横） B5（縦） A5→B5
A4（縦） A5→A4

A3（横） B5（縦） A4→B5
A4（縦） A4→A4

原稿サイズ（見開き状態でのサイズ）と印刷する用紙サ
イズ /方向は、右表のような組み合わせになります。

押します
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スキャナに原稿をセットします。

応用コピーメニューに切り替えます。

ブック影消し設定を選択します。

影を消す位置を選択します。

影を消す範囲を設定します。

厚い本などを見開き状態でコピーすると、本の中
央が原稿台から浮いてしまうため影が生じたり、
開いたページの周囲に他のページが映ったりする
場合があります。
このような影が生じないように、原稿の中央や周
囲の一定範囲をコピーしないようにすることがで
きます。

開いた本の影を消してコピーする

押します

押します

この範囲をコピーしません

①どちらかを
　押して選択し

②押して決定します

［中央］： 原稿の中央に対してコピーしない範囲
を設定できます。

［枠］： 原稿の周囲に対してコピーしない範囲
を設定できます。

原稿台にセットする場合 ADFにセットする場合

①押して、とじしろ幅を設定します。
　　［最小0mm］ボタン ：0mmに設定します。
　　［最大40mm］ボタン ：40mmに設定します。
　　［標準20mm］ボタン ：20mmに設定します。
　　［－］ボタン ：値を小さくします。
　　［＋］ボタン ：値を大きくします。
　操作パネルのテンキーでも値を入力できます。

②押して決定し、
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中央と周囲の両方の影を消したい場

合は、手順 ～ を繰り返して設定

します。

応用コピーメニューを終了します。

コピーを実行します。

見開き状態の本などをコピーする場合、見開きページの中央や周囲のどの範囲に影が生じるかは、原稿とする本や、開
くページによって異なります。また、原稿の中央と周囲をコピーしないように設定する機能のため、影を消す範囲を大
きく設定すると、コピーされない箇所が生じる場合があります。
この機能を使用する場合は、少しずつ設定値を変更して、影が生じず、コピーしたい箇所が消えない値を探してくださ
い。
sコピー操作ガイド46ページ「原稿台から浮いた部分の影を消してコピーする（ブック影消しコピー）」

押します

押します
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スキャナに原稿をセットします。

相手先を指定します。

宛先�

通信管理�設　定�

読み取り：片面�

FAX送信できます�

うすく� こく�

モード切替�

短縮/�
グループ�オンフック�

宛先リスト� 画質：標準�

XXXXXXXXXX
ｸﾘｱ�ﾎ゚ ｽー゙ �ﾄー ﾝ�

必要に応じて設定を変更します。

宛先�

通信管理�設　定�

読み取り：片面�

FAX送信できます�

うすく� こく�

モード切替�

短縮/�
グループ�オンフック�

宛先リスト� 画質：標準�

XXXXXXXXXX
ｸﾘｱ�ﾎﾟｰｽﾞ�ﾄｰﾝ�

設定についての詳しい説明は、FAX操作ガイドを参
照してください。
s FAX 操作ガイド 23 ページ「原稿読み取りの
  設定」

FAXを送信します。

以降は画面の指示に従って操作してください。

FAX送信中は、操作パネルに次のような画面が表示
され、「読み取り中」「送信中」など現在の状況が表
示されます。

FAX送信ジョブ情報表示中�

読み取り中�

中止：ストップボタン�

戻　る�

1/1〈〈� 〉〉�

宛先：X-XXX-XX-XXXX-XX-XXXX�
蓄積時刻：XXXX/XX/XX  XX：XX

ページ数：�

ページ目�

FAX送信が終了すると、元の画面（FAX基本画面）
戻ります。

基本的なFAX送信の仕方

原稿をスキャナにセットして、相手先のFAX番号を入力後、操作パネルの［スタート］ボタンを押
すとFAX送信できます。
原稿は、A3、B4、A4のいずれかのサイズで送信されます。
sFAX操作ガイド12ページ「FAX番号を直接入力して送信する」

テンキーを使って相手の
FAX番号を入力します。

［トーン］ボタン
ダイヤル回線をご使用時にプッシュ信号を送る場合に
［トーン］ボタンを押します。［トーン］ボタンを押す
と［宛先］に［>］が表示され、［>］以降の番号はプッ
シュ信号でダイヤルします。

［ポーズ］ボタン
構内交換機を経由して外線に通信するときの「0」など
の番号の後に［ポーズ］ボタンを入力します。ポーズ
を入力すると、「0」の後に約2秒間の待ち時間を入れ
てダイヤルします。

入力した番号
を消します

送信するFAXの濃度を調整します

送信するFAX
の画質を選択
します

押します

原稿台にセットする場合 ADFにセットする場合
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通信の履歴は、通信管理レポートを印刷して確認できます。相手先にFAXが確実に送られているか、
いつ誰からFAXを受信したかなどを調べることができます。
sFAX操作ガイド31ページ「通信情報を確認する」

通信管理メニューに切り替えます。

通信管理レポートを選択します。

管理項目を選択してください�

通信管理レポート� ジョブ情報�

短縮登録リスト�

機能設定リスト�

1/2

戻　る�

〈〈� 〉〉�

印刷を実行します。

管理項目印刷�

通信管理レポート�

レポートを印刷しますか？�

印刷しない�印刷する�

押します

送信/受信の結果を確認する

押します

押します

• 通信管理レポートは、自動的に印刷するように設定
できます。
sFAX操作ガイド31ページ「レポートを自動印刷
　 する」

• 通信管理レポートのほかに、以下のレポートも印刷
できます。

   送信レポート
FAX送信の結果を印刷します。相手先にFAXが確
実に送られたかを確認できます。FAX送信に失敗
した場合は、自動的に印刷されるようにも設定でき
ます。

   同報レポート
複数の相手先に送信したときの送信結果を印刷しま
す。すべての相手先に確実に送られたかを確認でき
ます。FAX送信に失敗した場合は、自動的に印刷
されるようにも設定できます。
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短縮番号でFAXを送る

短縮番号を直接入力する手順

スキャナに原稿をセットします。

短縮/グループ番号入力画面に切り

替えます。

短縮番号を入力します。

宛先�

通信管理�設　定�

読み取り：片面�うすく� こく�

短縮/�
グループ�オンフック�

宛先リスト� 画質：標準�

←テンキー3ケタ入力�

短縮/グループ番号を入力してください�

XXX
ｸﾘｱ�ﾎﾟｰｽﾞ�ﾄｰﾝ�

FAXを送信します。

登録済みの短縮番号を指定するだけで、FAXを送信できます。
sFAX操作ガイド14ページ「短縮番号で送信する」
短縮番号を指定する方法は、以下の2つがあります。

短縮番号を直接入力する方法
登録済みの短縮番号（3桁の数字）がわかっている場合は、短縮番号を直接入力できます。

短縮番号の一覧から選択する方法
登録済みの短縮番号がわからない場合は、短縮番号一覧から選択できます。

テンキーを使って3桁の
短縮番号を入力します

押します

短縮番号が
表示されます

3桁の短縮番号を入力すると自動的にFAX基本
画面に戻ります。
手順 ～ を繰り返すと複数の短縮番号を指
定できます。

押します

原稿台にセットする場合 ADFにセットする場合
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短縮番号の一覧から選択する手順

スキャナに原稿をセットします。

短縮番号選択画面に切り替えます。

短縮番号を選択します。

宛先登録�

グループ選択�短縮選択�

〈〈�
〉〉�

戻　る�

解　除�選　択� 一括解除�連続選択�

1/2

宛先を選択してください�

［001］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［002］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［003］ X-XXXX-XX-XXXX�
［004］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［006］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX

宛先登録�

グループ選択�短縮選択�

〈〈�
〉〉�

戻　る�

解　除�選　択� 一括解除�連続選択�

1/2

宛先を選択してください�

［001］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［002］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［003］ X-XXXX-XX-XXXX�
［004］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［006］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX

FAXを送信します。

①押してカーソル
　を合わせて

②押して選
　択します

選択された短縮番号には［✓ ］マークが表示されます。
複数の短縮番号を選択することができます。

•［連続選択］ボタンを押してから、カーソルを移
動すると複数の短縮番号を簡単に選択できます。

• 以下のボタンで選択を取り消すことができます。
［解除］： 　カーソル上の短縮番号が未選択に

　なります。
［一括解除］：すべての短縮番号が未選択になり

　ます。

選択が終了後、
押します押します

押します

原稿台にセットする場合 ADFにセットする場合
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グループ番号でFAXを送る

グループ番号を直接入力する手順

スキャナに原稿をセットします。

短縮/グループ番号入力画面に切り

替えます。

グループ番号を入力します。

宛先�

通信管理�設　定�

読み取り：片面�うすく� こく�

短縮/�
グループ�オンフック�

宛先リスト� 画質：標準�

←テンキー3ケタ入力�

短縮/グループ番号を入力してください�

＊XX
ｸﾘｱ�ﾎﾟｰｽﾞ�ﾄｰﾝ�

FAXを送信します。

複数の短縮番号をグループ分けして、グループ番号を宛先に入力するだけで一括してFAXを送るこ
とができます。グループ番号を入力する方法は、以下の2つがあります。
sFAX操作ガイド15ページ「グループ番号で送信する」

グループ番号を直接入力する方法
グループ番号（＊と2桁の数字）がわかっている場合は、グループ番号を直接入力できます。

グループ番号の一覧から選択する方法
グループ番号がわからない場合は、登録済みのグループ番号一覧から選択できます。

テンキーを使って3桁の
グループ番号（＊と2桁
の数字）を入力します

押します

グループ番号が
表示されます

3桁のグループ番号を入力すると自動的にFAX
基本画面に戻ります。
手順 ～ を繰り返すと複数のグループ番号
を指定できます。

押します

原稿台にセットする場合 ADFにセットする場合
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グループ番号の一覧から選択する手順

スキャナに原稿をセットします。

グループ番号選択画面に切り替えます。

宛先登録�

グループ選択�短縮選択�

〈〈�
〉〉�

戻　る�

解　除�選　択� 一括解除�連続選択�

1/2

宛先を選択してください�

［001］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［002］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［003］ X-XXXX-XX-XXXX�
［004］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［006］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX

グループ番号を選択します。

宛先登録�

グループ選択�短縮選択�

〈〈�
〉〉�

戻　る�

解　除�選　択� 一括解除�登録確認�

1/1

宛先を選択してください�

［　01］       6件�
［　02］    10件�
［　03］       6件�
［　04］  

宛先登録�

グループ選択�短縮選択�

〈〈�
〉〉�

戻　る�

解　除�選　択� 一括解除�登録確認�

1/1

宛先を選択してください�

［　01］       6件�
［　02］    10件�
［　03］       6件�
［　04］  

FAXを送信します。

押します

①押して
　カーソル
　を合わせ
　て

②押して選
　択します

選択されたグループ番号には［✓ ］マークが表示され
ます。
複数のグループ番号を選択することができます。

•［登録確認］ボタンを押すと、カーソル上のグ
ループに登録されているFAX番号が表示されま
す。

• 以下のボタンで選択を取り消すことができます。
［解除］： 　カーソル上のグループ番号が未選

　択になります。
［一括解除］：すべてのグループ番号が未選択に

　なります。

選択が終了し
たら押します

押します

押します

原稿台にセットする場合 ADFにセットする場合
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相手の番号を短縮番号に登録する

よく使うFAX番号を登録しておくと、短縮番号を入力するだけで簡単に相手先の指定ができるように
なります。
sFAX操作ガイド25ページ「短縮番号を登録する」

短縮番号選択画面に切り替えます。

短縮番号登録画面に切り替えます。

宛先登録�

グループ選択�短縮選択�

〈〈�
〉〉�

戻　る�

解　除�選　択� 一括解除�連続選択�

1/2

宛先を選択してください�

［001］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［002］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［003］ X-XXXX-XX-XXXX�
［004］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［006］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX

短縮番号を選択します。

グループ登録�短縮登録�

〈〈�
〉〉�

戻　る�

削　除�登　録�

1/40

短縮登録できます�

［001］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［002］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［003］ X-XXXX-XX-XXXX�
［004］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［005］ 未登録�

この場合、短縮番号は「005」になります。

相手先のFAX番号を入力します。

短縮[005]登録できます�

宛先�
[005]

〈〈� 〉〉�

キャンセル�決　定�

XXXXXXXXXX
ｸﾘｱ�ﾎﾟｰｽﾞ�ﾄｰﾝ�

短縮番号の登録を終了します。

グループ登録�短縮登録�

〈〈�
〉〉�

戻　る�

削　除�

1/40

短縮登録できます�

［001］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［002］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［003］ X-XXXX-XX-XXXX�
［004］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［005］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
�

登　録�

他の短縮番号を登録する場合は、手順 ～ を繰り返
します。

押します

押します

①押して
　［未登録］
　にカーソ
　ルを合わ
　せて

②押します

①テンキーを使って
　入力します。入力
　の仕方は通常の
　FAX送信のとき
　と同じです。

②押します

通常のFAX送
信のときと同様
に使用できます

押すとカーソル
が左右に移動し
ます

押します
    登録済みの短縮番号を選択すると、短縮番号の
削除、変更が行えます。



21

同じ原稿を複数の相手先にFAX送信することがある場合は、すべての相手先をグループとして登録し
ておくと、グループ番号を指定するだけで一括してFAX送信することができます。
グループ番号は、登録済みの短縮番号をグループ分けし、各グループにグループ番号（＊と2桁の数
字）を付けます。あらかじめ短縮番号を登録しておいてください。
sFAX操作ガイド26ページ「グループ番号を登録する」

短縮番号選択画面に切り替えます。

グループ番号登録画面に切り替えます。

宛先登録�

グループ選択�短縮選択�

〈〈�
〉〉�

戻　る�

解　除�選　択� 一括解除�連続選択�

1/2

宛先を選択してください�

［001］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［002］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［003］ X-XXXX-XX-XXXX�
［004］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［006］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX

グループ選択�短縮選択�

〈〈�
〉〉�

1/40

短縮登録できます�

［001］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［002］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［003］ X-XXXX-XX-XXXX�
［004］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［005］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX

戻　る�

削　除�登　録�

登録するグループ番号を決めます。

グループ登録�短縮登録�

〈〈�
〉〉�

戻　る�

1/1

グループ登録できます�

［　01］       6件�
［　02］    10件�
［　03］       6件�
［　04］       5件�
［　05］  未登録�

〉〉�削　除�登　録�

この場合、グループ番号は「＊05」になります。

グループに登録する相手先（短縮

番号）を選択します。

グループ選択�短縮選択�

〈〈�
〉〉�

1/40

グループ[05]登録できます�

［001］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［002］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［003］ X-XXXX-XX-XXXX�
［004］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX�
［005］ X-XXX-XXX-XXXX-XXXXXX

解　除�選　択� 一括解除�連続選択�

キャンセル�決　定�

押します

①押して

相手の番号をグループ番号に登録する

①押して［未登録］
　にカーソルを合わ
　せて

②押します

②押します
①押してカーソル
　を合わせて

②押します

選択された短縮番号には［✓ ］マークが表示されます。

•［連続選択］ボタンを押してから、カーソルを移
動すると複数の短縮番号を簡単に選択できます。

• 以下のボタンで選択を取り消すことができます。
［解除］： 　カーソル上の短縮番号が未選択に

　なります。
［一括解除］：すべての短縮番号が未選択になり

　ます。

③すべての相手先を選択したら、
　 押して決定します。

    登録済みのグループ番号を選択すると、グルー
プ番号の削除、変更が行えます。
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よりきれいにコピーするために、コピー画質を調整することができます。設定内容や調整内容について詳し
くは以下のページを参照してください。
sコピー操作ガイド33ページ「コピー画質を調整する」

付録：コピー画質の調整について

画像全体を濃くコピーする�
か�/薄くコピーするかを設定�
します。�

G（緑�）�

R（赤�）�

B（青�）�

画像全体の明暗の差を強くす�
るか�/弱くするかを設定しま�
す。�

画像全体を構成す�
る赤�/緑�/青の各色の�
強さを設定します。�
グレーなどの無彩�
色コピー時に不必�
要な色を抑えるこ�
ともできます。�

特に肌色の部分において赤を�
強くするか�/緑を強くするか�
設定します。�

画像全体の色の鮮やかさを強�
くするか�/弱くするかを設定�
します。�

設定方法�

設定項目� 設定の目的�

－�側�（�色相調�整：赤�）�＋�側�（�色相調�整：緑�）�

濃度調整� 色が薄くなります。� 色が濃くなります。�

コントラスト� 明暗の差がなくなり、全�明るい部分はより明るく、�
調整� 体的に暗い画像になりま�暗い部分はより暗くなり�

す。� ます。�

RGB調整� 赤が弱まり、�青が強調さ�赤が強調されます。�
れます。�

緑が弱まり、�赤紫が強調�緑が強調されます。�
されます。�

青が弱まり、�黄色が強調�青が強調されます。�
されます。�

彩度調整� 色味がなくなり、グレー�色が強調されて、鮮やか�
に近くなります。� な画像になります。�

色相調整� 肌色の色合いを赤っぽく�肌色の色合いを緑っぽく�
します。� します。�

次のページに調整を行った印刷サンプルがありますので、合わせてご確認ください。
*次ページのサンプルは、実際のコピーと多少異なる場合があります。
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コピー濃度（こく /うすく）調整
画像の濃さを7段階で調整することができます。

コントラスト調整
画像のコントラスト（明暗の差）を7段階で調整することができます。

RGB調整
●R：画像の赤の強弱を7段階で調整することができます。

●G：画像の緑の強弱を7段階で調整することができます。

●B：画像の青の強弱を7段階で調整することができます。

彩度調整
画像の彩度（色の純度/あざやかさ）を7段階で調整することができます。

色相調整
色合いを7段階で調整することができます。

設定「こく」 標準設定 設定「うすく」

設定 - 標準設定 設定+

設定 - 標準設定 設定+

設定 - 標準設定 設定+

設定 - 標準設定 設定+

設定 - 標準設定 設定+

設定赤 標準設定 設定緑
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